
（別紙３）

～ 令和7年1月24日

（対象者数） 　　　　　　18名 （回答者数） 　　　　　　　　　　　18名

～ 令和7年1月24日

（対象者数） 　　　　　　3名 （回答者数） 　　　　　　　　　　　3名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・スタッフ間で話し合い、ねらいや活動を

決め、振り返りを行いながら、次にいかい

ている。

2

・課題も個々のペースに合わせて、ステッ

プアップをはかっている。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・行事の中に、交流する機会を企画してい

く。

2

・年度末や年度初めに、他事業所と連絡を

取り合い、企画していく。

3

○事業所名 児童発達支援ﾋﾄﾂﾅ船岡教室

○保護者評価実施期間
令和7年1月6日

○保護者評価有効回答数

令和7年1月6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7年　2月　4日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

　

・地域との交流

・開設からまだ日が浅く、施設として交流

する企画がなかった。

　

・他事業所との交流

・今年度は、小規模保育園と１回のみ行え

たが、継続的なものではなかった。

　

・保育をベースとした療育を行っている。

・子供の実年齢、発達年齢に合わせた活動

に取り組んでいる。

・季節感のある活動にも意識しながら取り

組んでいる。

　

・保育をベースとした療育を行ってい

る。

・個人の特性、発達課題をスタッフ間で話

し合い、オーダーメイドの課題をつくり出

している。

事業所における自己評価総括表公表


